
東京神奈川公立高校の国公立大学現役進学率（15.0%以上。但し中高一貫校を除く）。 

出典：『サンデー毎日』2018年6月24日号81~87頁。※ 都立新宿高校は現役合格者数（学校HP）。 

 

学校名 卒数 東京一工 

現役進学数 

国公立大学 

現役進学数 

国公立大学 

現役進学率 

教委での位置づけ 

県立横浜翠嵐 ３５０ ３５ １３８ ３９.４％ 学力向上進学重点校  

市立横浜サイエンス ２３４ １６ ９１ ３８.９％ 進学指導重点校（市） 

都立日比谷 ３２５ ５６ １２４ ３８.２％ 進学指導重点校 

都立八王子東 ３１７ １２ １０２ ３２.２％ 進学指導重点校 

都立戸山 ３２３ １９ １０３ ３１.９％ 進学指導重点校 

県立湘南 ３５８ ４６ １０８ ３０.２％ 学力向上進学重点校 

都立青山 ３１９ １８ ９６ ３０.１％ 進学指導重点校 

県立厚木 ３５６ ８ １０５ ２９.５％ 学力向上進学重点校 

都立西 ３１９ ２７ ９４ ２９.４７％ 進学指導重点校 

都立国分寺 ３１６ ４ ９０ ２８.５％ 進学指導特別推進校 

県立柏陽 ３１６ ７ ８５ ２６.９％ 学力向上進学重点校 

都立立川 ３１４ １３ ８４ ２６.８％ 進学指導重点校 

都立国立 ３２１ ２７ ８５ ２６.５％ 進学指導重点校 

都立新宿 ３１６ ７ ７９ ２５.０％ 進学指導特別推進校 

都立武蔵野北 ２３９ ３ ５９ ２４.７％ 進学指導推進校 

県立小田原 ３１１ ３ ６５ ２０.９％ エントリー校 ※ 

都立小松川 ３４８ ０ ７０ ２０.１１％ 進学指導特別推進校 

都立多摩科学技術 ２０９ ０ ４２ ２０.１％ 進学指導推進校 

都立小山台 ３０９ １ ６０ １９.４％ 進学指導特別推進校 



県立川和 ３２２ ５ ５８ １８.０％ エントリー校 

県立相模原 ２７６ １ ４７ １７.０％ エントリー校 

都立町田 ３１５ ０ ５１ １６.２％ 進学指導特別推進校 

都立竹早 ２３７ １ ３８ １６.０％ 進学指導推進校 

県立多摩 ２７３ ５ ４１ １５.０％ エントリー校 

※ エントリー校とは、神奈川県立高校の中で学力向上進学重点校へ指定を目指すエントリー校

を示す。神奈川県教育委員会では、平成 28年 1月に策定した「県立高校改革実施計画」に

よって、将来の日本や国際社会でリーダーとして活躍できる高い資質・能力を持った人材を

育成する学校として、学力向上進学重点校を県教育委員会が示す指標に基づき指定すること

としている。学力向上進学重点校は、現在、横浜翠嵐、湘南、厚木、柏陽の4校である。 

※ （都立）進学指導重点校： 将来の日本のリーダーとなり得る高い資質をもった生徒に対し、

国家や社会に対する責任と使命を自覚させるとともに、思考力、判断力、表現力を鍛え、難

関国立大学などへの進学希望も実現させることのできる学校。日比谷、西、国立、八王子東、

戸山、青山、立川（７校）。  

※ （都立）進学指導特別推進校： 将来の日本のリーダーとなり得る高い資質をもった生徒に

対し、国家や社会に対する責任と使命を自覚させるとともに、思考力、判断力、表現力を鍛

え、国公立大学(四年制)、難関私立大学などへの進学希望も実現させることのできる学校。

小山台、駒場、新宿、町田、国分寺、国際、小松川（７校） 。 

※ （都立）進学指導推進校： 高い将来の目標に向かって自ら進路選択ができ、意欲的に勉学に

取り組む生徒の進学希望をかなえることのできる学校。三田、豊多摩、竹早、北園、墨田川、

 城東、武蔵野北、小金井北、江北、江戸川、日野台、調布北、多摩科学技術（１３校）。 

備考： 都立高校における進学指導重点校と神奈川県立高校における学力向上進学重点校は、国

が現在推進する高大接続改革において、卒業生が特に選抜性の高い大学への進学を目指すべき

学校である。低所得層の子弟をいかにこれらの学校に多く進学させるかが、今後の課題。  


